
解答例社会 中学校第２学年 ⑤ 【活用問題】

( )組 氏
身近な地域の調査

( )番 名

Ａ町にあるあきおさんたちの学校では、Ａ町の調査学習の最終場面で、先生がＢ町やＣ市

を含んだ の略図や のカードを提示し、Ａ町の将来について考える学習が行われ資料１ 資料２

ました。

【資料１】先生の示した略地図
市街地 工業団地 ■大学・短大 主要道路

【資料２】Ａ町・Ｂ町・Ｃ市のようす

(1) Ｃ市やＢ町に、 や の工業団地がつくられた理由（立地条件）を の略○ ○あ い 、【資料１】

地図から読み取って答えなさい。

○ ○は高速道路のインターチェンジに近いので、原料や製品をあ いは港に近く、

輸送するのに便利だから。

Ａ町のようす

基礎データ

■人口 ９０００人
２■面積 ２０ｋｍ

■森林面積割合 ７０％

■事業所数 ３１５

その他の特色

■Ｃ市まで車で４０分かかる。

■農業や林業がさかんで、桃や

しいたけ、くりなどが特産品

である。

■年々人口が減っており、小・

、 。中学校は各１校 高校はない

Ｂ町のようす

基礎データ

■人口 ３万人
２■面積 １０ｋｍ

■森林面積割合 ５０％

■事業所数 ９２９７

その他の特色

■Ｃ市のベッドタウンとして新

興住宅地が急増しており、人

口も増え続けている。

■数年前に工業団地ができ、大

きな企業も進出してきた。

■大学・短期大学が３つある。

Ｃ市のようす

基礎データ

■人口 ２０万人
２■面積 ３０ｋｍ

■森林面積割合 ３０％

■事業所数 １９１０８

その他の特色

■地域の中心都市として、近隣

の市や町を含んだ商業圏を形

成している。

■人口もわずかずつであるが増

え続けており、小学校や中学

校、高等学校の数も多い。

Ｃ市

Ｂ町

Ａ町
Ｍ地点

い

高速道路

インターチェンジ

※ Ａ町・Ｂ町・Ｃ市

は架空の市町として設

定したものです。

★

あ

インターチェンジに近い

大学や短大が多いので、Ａ町やＣ

市と比べ、若者の比率が高くなっ

ていることが想定される。

港に近い

これまで地理的分野で学習してきた工業団地の立地条件な

どを踏まえて、資料１の地図から判断する必要があります。



【資料３ Ａ町・Ｂ町・Ｃ市の年齢別人口割合 】(2) 右の は Ａ町【 】資料３ 、 、 (0～80歳)

Ｂ町、Ｃ市のいずれかの年

齢別人口割合を示したグラ

フである。

～ のうちＢ町を示しＸ Ｚ

たグラフはどれかを記号で

答えなさい。

また、そう判断した理由

【資料１】～【資料３】を、

から読み取れる情報をもと

に答えなさい。

Ｚ

【資料４】昼夜別の人口割合

(3) 右の は、Ａ町、Ｂ町、Ｃ市のいずれかの昼【資料４】

夜別の人口割合を示したグラフ（夜の人口を100として

昼の人口割合を示したグラフを）である。

Ｃ市のものはどれか の、（あ）～（う）

（い）
うちから１つ選び、記号で答えなさい。

(4) 中の、Ａ町とＢ町を結ぶ 地点には、３年後にトンネルが開通する予定で【資料１】 Ｍ

あり、トンネルが開通すればＡ町からＣ市へ１５分で行けるようになります。

① 多くのＡ町住民はトンネルの開通を楽しみにしていますが、Ａ町で商店を経営して

いる人たちは、トンネルの開通に不安を抱いています。Ａ町の商店経営者がなぜ不安

を抱いているのか、トンネル開通がもたらす消費者の行動を予測して書きなさい。

（例）Ｂ町やＣ市には大型の商業施設が多いと考えられるが、Ａ町からＣ市への移

動時間が短くなると、Ａ町の消費者がＣ市へ買い物に行くようになり、Ａ町の

商店の売り上げが落ちることが想定されるから。

② また、トンネル開通後は、★の地点に がつくられる予定になってい「道の駅Ａ町」

ます。あきおさんたちは 「道の駅Ａ町を利用したＡ町の活性化作戦」を考え、Ａ町、

役場に提言することになりました。あなたなら、どのような提言をしますか。

（例 ・★の道の駅内に温泉のある施設を建設し、Ｃ市からの利用者を誘致する。）

・Ａ町の特産品である桃やしいたけ、くりなどを使った加工品などを開発し、

★の道の駅内で販売する。

など

Ｂ町には大学が３つあるため、大学生がたくさん住んでいると考え

られる。Ｚのグラフだけが１９～２３歳の人口比が多いので、Ｂ町

のものと判断できる。

Ｘ Ｙ Ｚ

記号 理由

記号

若者が

少ない

若者が

少ない

若者が

多い！

資料２より、Ｃ市は事業所が多いことや、Ｂ町がＣ市のベ

ットタウンであることが分かる。

よって、昼間人口の多い（い）がＣであると判断できる。

これまでの生活経験や消費行動などをもとに、推測する力が必要です。

あくまで「例」であり、正解はありません。これまでの学びを踏まえ、社

会参画の視点から提言することが大切です。


